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わたしの研究

サッカーは僅かな点差で試合の勝敗が決することが多いため，
得点するだけでなく，失点しないことも勝利するためには重要
な要素となります．GKがシュートを防ぐ際に⾏うダイビング動
作に関する研究の多くは，特定の位置に固定したボールという
動作時間に制約のない状況でのダイビング動作が対象とされて
いました．しかし，実際のGKのダイビング動作は⾶来する
シュートを防ぐという，動作時間に制約がある状況で⾏われる
動作です．そのため，私は実際の試合映像を分析し，⾼頻度で
⾒られるシュート場⾯と，その時GKが⾼頻度で使⽤するダイビ
ング動作を対象として，バイオメカニクス的分析を⾏っていま
す．
現在は，①GKがシュートを防ぐことができなかったバイオメ

カニクス的要因や②実際にシュートを⾏ったキッカーの動作か
らGKに役⽴つ情報（シュートコースを予測できないか）といっ
たことにも取り組んでいます．
GKの指導現場では「⼗分な指導を受けられず，選⼿同⼠で練

習していることも多い」ことが問題に挙げられています．その
ため，研究を通して皆さんにGKの重要性やGKを簡便に評価す
る⽅法を発信できるようになることが私の最終⽬標です．

私は現在，大学院の中でもコーチング学専攻という場
で活動しております．その活動の中で，量的研究ではま
だまだ表現しづらい，選手や指導者の「感覚」や「現場
特有の言語表現」などをまとめ，現場の「今」を捉えよう
とする質的研究の面白さに触れることができたのは非
常に貴重な経験だと感じています．
博士後期課程在籍中，指導教員の先生との研究ミー
ティングで「この結果を選手や指導者が聞いたらどう思
うだろうか」といった内容をよく問われました．そのため，
現在でも私が研究を進めていく中で「選手や指導者がど
う思うか」といったことは意識している点となっています．
また，指導現場では，数値によって客観的事実を示す
だけでなく，運動者の内的感覚も重要となってきます．
そのため，質的研究に量的研究を利用することは，私
の知的好奇心を満たすだけでなく，意義深い研究にな
るような気がしています．
現在の任期の中で，学生の論文執筆のお手伝いをし
ながら，量的研究法だけでなく，質的研究法についても
学ぶことで，量と質の両面からのアプローチによって，
「身体知」の獲得を促進できるような研究者になれるよう
努力しつつ，次のキャリアに繋げられるよう，日々精進
してまいりたいと思います．
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